
ドライブにはラブがいる。
「ＤＲＩＶＥ＆ＬＯＶＥ」プロジェクト始動！
ＤＲＩＶＥ＆ＬＯＶＥプロジェクトとは？

みんなで一緒に交通事故ゼロを目指すプロジェクト！
あなたも、企業の皆様も参加しませんか？
　「DRIVE＆LOVE」プロジェクトは、ドライバーの皆様はもちろんのこと、
広く一般企業、メディア、有識者、著名人など、多くの方々とのコミュニ
ケーションを通して、運転への意識を変えていこうという、新しい形の
交通安全対策プロジェクトです。これまで「交通事故は他人事」と思いがち
だった人々のハートに、日常的な気づきの機会を提供し、交通事故を限り
なくゼロへと近づけていくことを目指します。
　「DRIVE＆LOVE」では交通安全適性診断などの参加型キャンペーンや
チャリティーイベントなどを通した、交通遺児育成基金への募金活動など
を企画しています。

　ただいま、http://drive-love.jp でサポーター募集中！
新名神高速道路の役割は？
　新名神高速道路の役割は、道路に十分なゆとりを有し、より安全かつ快適
な走行環境を確保することを理念にしながら新名神高速道路を造ることが、
交通安全対策の一環になるものと考えています。また、事務所の取り組みで
このような広報活動を行い、広くこのプロジェクトを皆様に知ってもらうこ
とにより、運転に対する意識を変えるきっかけになって、「安全運転」がカッコイイことになれば良いと思います。

【新名神高速道路　沿線紹介　～宝塚市・中山寺、清荒神、小浜宿～】
　新名神高速道路の沿線紹介の第２回目は、宝塚市の歴史的名所である『中山寺～清荒神清澄寺～
小浜の首地蔵』をお届けします。
　冷たい風に桜の花が揺れる３月末、まずは安産の仏さまとして知られる中山寺、そして車で１０
分程走ったところにある「火の神さま」として有名な清荒神清澄寺へ。広大な敷地の中に古い歴史
を感じる重厚な木造建築、樹齢百年を超える境内の大木、整備された参拝道、どれをとってもすば
らしいものでした。残念ながらその日は休業でしたが、参道にはたくさんの出店がならび、週末や
　　　　　　　　　　　　　　　例祭日の身動きできないほどのにぎわいが目に見えるようです。
　　　　　　　　　　　　　　　社寺仏閣で手を合わせ、自分の願い事を振り返ってなんだか心が洗われるような気持ちになり
　　　　　　　　　　　　　　　ました。最後に以前から気になっていた「首地蔵」を目指して小浜宿へ。江戸時代に栄えたと
　　　　　　　　　　　　　　　いう宿場町の当時の面影を残す建物を横目に
　　　　　　　　　　　　　　　細い路地を進むと、急な石段の小高い丘の上
　　　　　　　　　　　　　　　に１ｍ５０ｃｍ位もある想像していたよりず
　　　　　　　　　　　　　　　っと大きな首から上だけのお地蔵様が２体。
　　　　　　　　　　　　　　　屋根もなく、雨ざらしのまま祀られているの
　　　　　　　　　　　　　　　にも理由があるそうです。
　　　　　　　　　　　　　　　　「百聞は一見にしかず」。私も関西で生まれ
育ち、もちろん名称は知っていましたが、どの地も今まで訪れたことはありま
せんでした。あらためて自分の目でみて感じることの大切さを思う近場の観光
ツアーとなりました。みなさんも是非身近にある日本の財産に足を運んでみて
ください。たくさんの小さな感動がありますよ。
◎編集部より：沿線紹介の記事は、毎回違う者がその場所へ赴き感じたことを書いています。
その人その人違う味があり、楽しんでいただけると思います。

【清荒神清澄寺】

【中山寺】

【首地蔵】

【小浜宿】

シリーズ　新名神キーマンインタビュー（第７回）
～宝塚市　都市安全部　土橋　壽雄  部長を訪ねました～

宝塚市　都市安全部　道路建設課
土橋部長  他道路建設課の皆さん

【写真】左：土橋  部長
　　　  右：インタビュアー
　　　  　　NEXCO兵庫 ( 工 ) 三枝

ひさお

　　　　　　　　Ｑ１．  まずは、新名神沿線の特徴や歴史などの紹介をお願い致します。
　　　　　　　　Ａ１．   宝塚市は、「宝塚歌劇」で全国的に知られていますが、それ以外にも、手塚治虫氏が少年期に過ごされたこと
　　　　　　　　を記念して設置した手塚治虫記念館、安産の寺といわれる西国第２４番札所の中山寺、台所の神様で親しまれている
清荒神清澄寺などの古刹・名刹、更には、５００年の歴史がある日本３大植木どころの山本地区、多くの洋館などが立地し独特の街並
み景観を有し郊外住宅地の全国のさきがけとなった雲雀丘地区、など特色ある文化・歴史・産業等の資源が多くあります。
　新名神高速道路が建設される本市の西谷地域は、貴重な自然が多く残されており、県立西谷の森公園、市立自然の家、市立桜の園と
いった自然体験型の里山公園や千刈水源地、川下川ダム湖などの水辺とこれらを自然歩道が縦横に連絡しています。また、芋ほり・栗
ひろい農園、ボタン園やダリア園など手軽に自然や農家文化を親しむことが出来るアイテムも多いことから、休日には家族づれなど多
くの行楽客が訪れており、リピーターも増加しています。
Ｑ２．昨年、宝塚ＳＡ( 仮称 ) が設置されることになり、今回ＳＩＣの設置について取組んでいかれることになりましたが、これらの施
設が整備された場合、宝塚市の産業経済活動や沿線にお住まいの方々にどのようなインパクトを与えるとお考えですか。また、市の発
展に向けて新名神の整備に寄せる期待をお聞かせください。
Ａ２．自然豊かな西谷地域ですが、農業以外に特色ある産業はなく、人口も漸減しており少子化・高齢化が大きな地域課題となってい
ます。また、人口密度の低さから公共公益施設や地域利便施設の立地が促進されず、唯一の公共交通手段である西谷田園バスも路線の
維持に苦慮しているなど、地域の生活環境の向上も大きな課題となっています。
　平成 2年以降、兵庫県において進められていた宝塚北部新都市計画への期待は大きなものが
ありましたが、その後の経済社会情勢の変化から、新都市計画についても平成 9年に進度調整
となりました。現在は具体的な進展が見られない中で、西谷地域では、新名神高速道路にＳＡ
が設置されることにより、地域産業の振興、雇用機会の確保や地域住民も利用できる利便施設
の整備を待望するとともに、ＳＩＣが設置され広域との交流・連携が大きく前進することで、
地域の安全・安心のまちづくりの促進に期待が大きく膨らんでいます。
　さらに、ＳＡについては、西谷地域のみならず本市全体の観光・文化・産業等の全国に向けた
情報発信の新たな拠点となり、ＳＩＣについては、災害発生時など中国自動車道の宝塚ＩＣとの
代替機能にも期待でき、本市全体の利便性や安全性の向上に寄与するものと期待しています。
Ｑ３．今後事業を進めるにあたって、弊社に対する何か要望などはありますか。また今後、新
名神事業を円滑に進める上で、宝塚市の役割としてどのようなことをお考えでしょうか？
Ａ３．平成 28 年度の開通に向け、円滑な事業の進捗を図っていただくこと、また、宝塚ＳＡ( 仮称 ) に設置をめざすＳＩＣの実現に向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け、全面的なご協力とご支援をお願いしたいと考えています。本市としましても、目標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年次の開通に向けて、地元住民や関係者にご理解・ご協力を得るよう努めるとともに、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫新名神高速道路建設促進期成同盟会の会長市として、西日本高速道路㈱、兵庫県、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沿線関係市町の担当者ともに事業の促進のため連携の強化を図ってまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方で、西谷地域の地元では、ＳＡの設置にあわせて地元農産物の安定供給やＳＡ運営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への連携・協力態勢の構築などを模索する動きも始まりつつあります。また、宝塚商工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会議所など産業団体においても、ＳＡの集客力に大きな希望と期待を抱いており、活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に向けた検討なども始まっています。市としましても、庁内関係部署が連携してこのよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな取り組みを支援し推進していきたいと考えていますので、西日本高速道路㈱におか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れましては、この方面でもご協力いただきますよう、重ねてお願いいたします。
※ＳＩＣ（スマートインターチェンジ）：ＳＡ・ＰＡ・ＢＳから乗り降りが出来るよう設置されたＩＣ。ＥＴＣ搭載車両限定のＩＣです。

ごあいさつ
『News　Letter　新名神（高槻～神戸）　Vol.７』発行にあたって
　日頃より新名神高速道路の建設事業、そしてNEXCO西日本の事業にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　本日から平成 22 年度に突入いたしました。新名神兵庫県域の事業展開について、21 年度を振り返り 22 年度の展望をご紹介いたし
ます。まず用地取得については 21 年度その概成を目標としたところですが、先月末で 40％の取得にとどまり、工事着手が可能な兵庫
県の県有地部分をあわせると約 50％弱の取得状況となっています。種々の要因が重なり目標は達成できませんでしたが、取得に向けて
の前進展開は確実に図られており、委託先の兵庫県土地開発公社及び神戸市土地開発公社とともにこれらの遅れを取り戻し、平成 28 年
度の完成目標に支障とならないよう着実に用地取得を進め、22 年度末には 80％を超える取得を達成していく所存です。
　暫定４車線設計協議につきましては、神戸ジャンクション部分の二郎自治会様と確認書の締結ができました。残る神戸市域につきま
しても 22 年度内早期の協議成立に向けて関係の自治会の皆様と協議を進めさせて頂いているところです。また、当設計協議の着手が
遅れていた川西市域及び猪名川町域については昨年度終盤に各自治会の代表で構成される地区対策協議会との協議に着手することがで
きた他、川西市域の東畦野自治会様とは正式に本協議のスタートを切ることができました。他地区においても順次協議に着手させて頂
き、年度内早期の協議成立に向け努力してまいります。また、昨年度新たに事業化された宝塚サービスエリア（仮称）についても沿線
関係地区の皆様との設計協議の早期完了を目指して、協議に着手してまいりますのでよろしくお願いいたします。
　工事につきましては、兵庫県域で本線工事 3件、工事用道路工事 6件（内 1件は竣工）を鋭意進めている
状況であり、22 年度も用地取得や埋蔵文化財調査の進展に合せて工事着手可能となった箇所から順次工事発
注を展開していく予定です。このうち神戸ジャンクション工事については、新名神本線が山陽道本線と直結
させ、中国道とも各ランプで連絡させる工事であり、工事による車線の切り替え等を伴いながら長期に渡り
実施する工事であります。期間中、供用中の中国道、山陽道の大規模工事規制を伴うこととなりますが、高
速道路をご利用のお客様へのご迷惑を最小限にとどめ安全・安心にご利用して頂く様、工夫を凝らしてまい
りますのでご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。
　一日も早い中国道宝塚付近の渋滞解消を目指して、そして新名神による高速道路ネットワークの充実が日
本の元気を関西から発信していく力となるよう、兵庫工事事務所総勢 84 名も心新たに、新名神 ( 高槻～
神戸 ) の事業を精力的に推進してまいりますので、引き続きご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

NEXCO西日本
兵庫工事事務所
所長　小笹  浩司


